
（様式４）

年度の取組実績を次のとおり報告します。

No

2025年度は8月19日に善行市民セ

ンター行事として実施が決定、長

後市民センターも定例化したい

という意思をうかがっている。

弊団体としてはコーヒー文化を藤

沢市全体に拡大したいので市南

側での開催も望んでいる。

ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー取組実績報告書

報告日 2025年4月1日

3

上記、両実践に参加された市民とあらたな未来の藤沢市の教育、農

業、産業を考える「Coffee Lover’ｓ Table」を組織。日々、イベン

ト等に参加し勉強し、体験し、自ら講習会を開催し藤沢市の未来を

デザインする活動を開始。

具体的な取組内容

2024

企業・団体名 NPO法人湘南DVサポートセンター(日本コナ・コーヒー文化推進協会）

2025年度の取組予定

1

SDGsの教育（ESD）の実践として企画政策課様よりお声がけいた

だきました催事に出展。子ども向けにコ―ヒーとSDGsをテーマに

気候変動、人権課題を広く親子に伝えるゲーム形式のワークショッ

プを開催（8月24日、25日）。同パッケージを市民活動推進課、市

民活動推進センターと共に藤沢市民祭りにて開催。(9月21日両会場

とも1000人の市民との交流ができた。川崎市市制100周年記念事業

全国都市緑化フェアにスターバックスにお誘いを受け、コーヒーと

サーキュラーエコノミーをテーマに出展。3月22日～4月19日

2025年度も出展の機会があれば

実践したい。

2

SDGsの教育（ESD）の実践として市民(大人)向けに市民活動推進

センターと協働でコーヒーとSDＧsをテーマを焙煎講座をカップリ

ング。前半気候変動、人権課題を広く市民に伝える講義を提供した

後、参加者とコーヒーを一から焙煎し、抽出して味わうまでを体

験。フェアトレード、児童労働、女性の貧困問題等を伝え、その犠

牲において日ごろ私たちが楽しんでいるコーヒー生産があることを

確認。六会市民センター（6月29日、善行市民センター（10月25

日）、長後市民センター(3月8日）



 

 

 

 

 

 

 

 

  


